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研究成果の概要（和文）：非造影核磁気共鳴画像法を用いた冠動脈硬化評価法が　経皮的冠動脈インターベンシ
ョン術時(PCI)の心筋障害発生予測のみならず、薬物療法による動脈硬化安定化作用を可視化したことを初めて
報告した。(JACC cardiovascular imaging 2015; 8: 741-743, JACC 2015; 66: 245-256) また急性心筋梗塞に
おける冠動脈塞栓症予後及び　冠動脈バイパス術後のPCIの予後を及び予後予測因子の報告を行なった。また大
型動物を用いた自然発症冠動脈硬化モデルを作成し、今後動脈硬化巣の表現系解析及び発生機序を明らかにすべ
く検討中である。

研究成果の概要（英文）：I have shown the clinical significance of non-contrast T1 weighted magnetic 
resonance imaging for coronary atherosclerosis (e.g. percutanous coronary intervention, and medical 
treatments to visualize their status, the pathophysiology of coronary embolism and cardiac rupture 
in patients with acute myocardial infarction, and prognostic impact of percutaneous coronary 
intervention in patients with prior coronary artery bypass grafting during this period. In addition,
 we developed the large size animal model of coronary atherosclerosis. From this model, we will 
examine the role of vascular remodeling and its background in coronary atherosclerosis.

研究分野： 循環器内科学
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１．研究開始当初の背景 
これまで我々のグループでは国内に先駆け
て、非造影 MRI 撮像による冠動脈の動脈硬
化巣に対する評価法を確立してきた。ただ
冠動脈硬化において、現状では同撮像法の
病態的意義は十分に理解されていない。   
また不安定動脈硬化巣関連蛋白を標的とし
た新たな動脈硬化進展機序を理解した分子
イメージング法が求められている。 
２．研究の目的 
非侵襲的画像診断法を確立するため核磁気
共鳴画像法を用いた質的評価法の確立を目
指すとともに、動脈硬化巣特異的発現蛋白に
着目した冠動脈硬化巣発生の機序解明を行
う。 
３．研究の方法 
研究１：MRI 非造影 T1 強調画像法にて検出さ
れる高輝度動脈硬化巣の臨床的意義を明ら
かにするために、剖検心を用いた組織学的検
討とともに、動脈硬化モデル動物を用いた検
討を併せて行う。 
研究２：動脈硬化モデル動物を用いる事によ
り、不安定動脈硬化巣に発現する蛋白質を標
的とした特異的接着ペプチドを用いた核医
学プローブ・造影剤の開発を目標とする。 
 
４．研究成果 
MRI を用いた冠動脈プラーク評価が経皮的冠
動脈インターベンション(PCI)周術期の周術
期心筋障害の発生を予測可能であることを
報告した (2015 年 JACC Cardiovascular 
Imaging 誌)。またその病理像として Complex 
atheroma であることを報告した（2015 年 
Circulation Journal 誌）。またスタチンによ
る冠動脈安定化作用を世界で初めて可視化
した(2015 年 Journal of American College 
of Cardiology 誌)。また MRI を用いた立体冠
動脈硬化巣評価法を考案し臨床意義を含め
第 81 回日本循環器学会総会で報告した。 
また冠動脈バイパス術後にPCIを行なった症
例の侵襲的冠動脈造影を用いた予後予測法
の報告を行なった。（2016 年 Circulation: 
Cardiovascular intervention 誌）現在冠動
脈MRI所見と病理像を照らし合わせたライブ
ラリーを作成して今後解析を行う予定であ
る。また動脈硬化進展を可視化する新規標識
体の作成を行いマウス動物モデルに投与行
ったものの十分な結果は得られなかった。 
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